青風荘　　フェイスシート

平成21年5月25日　担当：上平ユリ子　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　田中　正士　　　様　　　　　男・女　　　　昭和17年3月28日生（67歳）

	
	〒　　　　住　所　八戸市田面木赤坂35－9　青風荘　　　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	変形性脊椎症合併

	
	発症時期
	S54年9月頃（37歳時）
	罹 患 期 間
	約30年　

	
	入院回数
	4回
	延べ入院年数
	　約7年4ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1回）

	医療区分
	国民健康保険
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000　円
	精神障害　（2級）

	経済状況
	年金
	　障害厚生年金　　2級　　　（月額　10万）　

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホーム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ15年8月11日
	身長
	162cm
	体重
	55.5kg

	最終学歴
	中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和33年～37年　　北宝建設（株）

昭和37年～45年　　三菱鉱業（株）

昭和45年～47年　　大和コンクリート工業（株）

昭和47年～57年　　岩手ヒューム管工業（株）
	

	保　護　者
	氏　　名　田中　健一　様　　　　　　　　　続柄　兄　（同居　・否）

	利用目的

各種のプログラム等を通じ社会参加を促し、意欲向上と長期入院による社会生活の欠如の回復を図る。



	　　期間　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　　　　　　　医療機関名

· S54年　9月　　　　　　　　　　外来・初診　　　　　　　　　　　八戸市民病院

· S55年　1ヶ月　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　八戸市民病院（詳細は不明）

· S59年　1ヶ月　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　（詳細は不明）

· S62年　8日間　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　（詳細は不明）

· H8年　6月～H15年8月　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　青南病院

· H18年　8月11日～現在　　　　　外来　　　　　　　　　　　　　　青南病院

	生活歴　

北海道にて出生。中学校卒業後より夕張炭鉱にて炭鉱夫として働き、27歳頃結婚するが1、2年で離婚。30歳前に定年退職して八戸市に移住していた両親の勧めもあり、本人も仕事を辞めて移住している。その後、寮住まいをし、就職をしていたようだが父親の死去後、母親と同居していた。S54年9月22日八戸市民病院初診。S55年、59年、62年に入院加療をしている。（詳細は不明）退院後は外来通院継続。H7年11月に母親が入院後、単身生活となっていたが、2人の妹が度々本人と連絡を取りながら症状の経過をチェックしていた。しかし、H8年6月に入り、電話した際に呂律不良を感じ、母との用件も合わせ本人と共に、市民病院を受診し紹介にて青南病院受診。男の声で「母を殺せ」、「自殺」などの幻聴がある事を話され、同8日任意入院。H12年減薬時、幻聴・妄想が活発となり他者への易怒的・色情的言動が見られていたが服薬調整にて鎮静化。時折、感情を上手く表出する事が出来ず、イライラ感を訴える事があったが、徐々に、訴えは少なくなってきた。H15年5月14日より服薬自己管理7日分導入し忘薬・怠薬は見られていない。保清など身の回りの事については概ね行なう事が出来、時折、単独で八戸市街までバスを利用して定期的に外出できている状態である。H15年8月11日本人、家族同意の上、福祉ホーム青風荘へ入所となり現在に至る。



	家族構成　　　　


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在、主に兄氏が援助の中心で協力的である。冬季以外は月に一度、兄氏の面会あり、外食を兼ねた外出へ出掛けている。本人は障害厚生年金受給。兄氏が年金・諸手続きの管理をしており、月に￥80,000を本人の通帳に入金している。




平成　21年5月日（月）

	氏　名
	　　　田中　正士　様
	男・女
	生年月日
	　　　S17年3月28日（67歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 入所生活やデイナイトケアを通じて社会生活・生活技術の欠如を回復させる。

· 意欲向上と社会参加


　　　　　　

	これまでの経過（最終評価日　H21年1月12日）

	· 荘内では折り紙工作や読書したり、スポ－ツ番組等のテレビを好んで観ています。最近はゲーム機でのゲームをして過ごされ無為に過ごすことは見られません。休日には図書館や街に出かけ、本を借りたり、購入したりしています。他者とも適度に交流をもたれており、話し掛けに同調し穏やかに会話されていますが、機嫌の良し悪しでぶっきらぼうに話す事があったり、無視する事が見られます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 時々トイレに間に合わず、尿・便失禁することがあり、部屋からも尿臭など異臭がする時あります。自らシャワー浴、洗濯をされています。服装は、季節に合った動きやすい衣類を着用する事ができています。

· 部屋は定期的には掃除をされていますが、本や衣類等乱雑に置いてある為、いらない本、破れた衣類は処分するように促しています。

· デイナイトではプログラムは積極的に参加はされていますが、歩行の不安定さがありつまずいて転倒する事が多々みられます。エアロビクスなど無理な体勢の時は休むように声かけしていますが、耳を傾ける事はありません。最近になり時折自分から足・腰の痛みを訴え見学される事あります。

· 3/10　14：15デイナイトで入浴中溺水事故あり、救急車で八戸赤十字病院呼吸器科に搬送され処置しています。まもなく意識回復され、様子観察の為3日間入院しています。入院時の腹部CT検査で大動脈瘤が発見され、手術適応という事で精密検査をしていますが、腹部に関して緊急性がない事がわかりました。しかし腹部から右足にかけて分かれる小動脈の方が危険性が高いという事で手術を見据えて循環器科（心臓）と神経内科(脳)で検査していくとの事です。

· 変形性脊椎症の為、歩行が思わしくなくバランスを崩し、ふらついたり転倒することがあります。それに対して声かけするも、スタッフの手を振り払ったり仏頂面されてます。足が痛いにも関わらず運動プログラムに取り組まれたりされ、その都度指導していますが頑として聞き入れずにいます。本人は昔に比べて足の状態が悪い事を自覚し、少しでも運動して足が衰えないようにしたいと話されています。

特に体調不良時に機嫌の悪さが目立っており、様子観察しています。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 身体状態にあった行動がとれず、状態を心配して声掛けするが、容易に話そうとしないし、受け入れない。

(腰痛、下肢の疼痛状態等にあった行動がとれず､無理をして転倒を繰り返したり、体調を悪化させている。)


	1 移動や歩行時は自分の状態に合わせるよう声をかけて見守り、転倒防止に努める。

2 長時間の運動や、動きの激しい運動で明らかに腰や下肢に負担が掛かる運動は控えていただき、椅子に座る等、安定した体勢で運動できるよう指導していく。

3 長時間同じ姿勢でいた場合、すぐ行動に移さず、体勢を整えてから動くよう声がけする。

4 常時観察し、体調等の変化を見逃さないようにする。

5 体調不良時は不機嫌な態度が多々みられる為様子観察し、状態を確認しサポートしていく。

6 外出から帰った際は怪我等ないか本人に気付かれないよう、それとなく観察する。

7 生活に支障がでるような痛みがある場合は整形外科の受診を行う。

8 定期的に面談の場を設け、本人様の気持ちを引き出し、訴えや話しやすい環境を作っていく。


	　　 ヶ月


	2 失禁や便失禁が見られる。

（部屋や衣類から異臭がする）

・以前より改善されているが、継続して支援する。
	1 体調について観察し、状況を把握しながらアドバイスを行なっていく。

2 排便の状況を確認しながら下剤の調整を行なって行く。

3 本人の自尊心をなるべく傷つけないように配慮しながら声かけや観察を密にして、訴えや相談しやすい環境作りをしていく。

4 下着等や寝具の汚れをそれとなく観察していく。

5 下着の毎日の交換を促していく。

6 ズボン類は早めの交換と洗濯を促す。
	　　 ヶ月

	③　腹部大動脈瘤の合併症あり
	①　単独での近隣以外の外出は、他利用者やスタッフが同伴する。

2 一人での入浴はせずに、他利用者と入浴させ、スタッフが見守りや声かけをしていく。

3 長時間の運動や、動きの激しい運動は控えていただき、ゆっくり休息を取っていただく。体調について観察し、状況を把握しながらアドバイスを行なっていく。

④　医師の治療方針にサポートしていく。
	　　 ヶ月


プラン計画者　氏名：　上平　ユリ子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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